地域相談窓口　提案書　


	法人名
	申出区域

	
	（　　　　　　　　）ひめりんく



※項目は、「別紙３　審査基準」を踏まえて記載してください。

	【注意事項】　フォントサイズは10.5ポイント。フォントはMS明朝。
以下、記載欄が不足する場合は、行を追加又は別紙に記載することもできます。なお、別紙に記載する場合は、記載欄に「別紙に記載」等と記載し、該当する項目が分かるようにしてください。



１　運営方針
（１）地域相談窓口開設の動機
	























（２）地域相談窓口業務の役割への理解
（総合相談支援、サービス利用援助、社会資源活用支援など）
	



















（３）担当区域の特性・現状把握と課題の分析
	





















（４）今後の障害者支援のあり方についての考え
	




















（５）個人情報の管理についての具体的な方策
	










（６）苦情受付やカスタマーハラスメントに対する対応方策
	










２　法人の状況
（１）概要
	名　　称
	

	主たる事務所の所在地
	

	法人の種別
	

	定款に掲げる主な事業
	



（２）代表者
	氏　　名
	

	住　　所
	

	生年月日
	

	法人における職名
	



（３）役員名簿
	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	

	氏　　名
	


（４）事務担当者
	氏　　名
	

	連絡先
	電話

	e-mail
	

	事務所の所在地
	



（５）市からの委託事業受託実績
	受託実績　　　　　　　　　　あり　　・　　なし



	「あり」と回答した場合、委託事業受託実績の内容












（６）市の政策への協力
	市の政策への協力　　　　　　　　　　あり　　・　　なし



	「あり」と回答した場合、協力の実績の内容













（７）現在実施中の障害福祉サービス事業及び関連事業
	①障害福祉サービス事業（具体的なサービス種別を記入してください）

	














	②他の福祉分野での事業（高齢、児童等）

	













（８）地域相談窓口に係る事業運営経費（年間）
	人件費
	相談支援専門員
	　　　　　　　　　　万円

	事務費
	（　　　　　　　　　　　）費
	　　　　　　　　　　万円

	
	（　　　　　　　　　　　）費
	　　　　　　　　　　万円

	
	（　　　　　　　　　　　）費
	　　　　　　　　　　万円

	
	（　　　　　　　　　　　）費
	　　　　　　　　　　万円


※「別紙１　地域相談窓口運営事業に関する仕様書」の「７　地域相談窓口運営の財源」を参考にしてください。
３　相談支援事業所の状況、職員の状況
（１）職員の確保
	①相談支援事業所内の相談支援専門員の数
	　　　　人
（うち、主任　　人、現任　　人、初任　　人）

	②法人内で相談支援専門員の資格を有する職員の数
	　　　　人
（うち、主任　　人、現任　　人、初任　　人）

	③職員の欠員等に伴う代替人員確保等の方策について

	






	④地域相談窓口開設後、計画相談支援業務に対する影響があるか、ある場合の対応方法について
	










（２）開設当初の担当予定職員の状況（令和８年７月６日現在）
	種別
	氏名
	相談支援専門員の別
	実務経験年数

	主担当
	
	初任 ・ 現任 ・ 主任
	　　　　年　　月

	副担当
	
	初任 ・ 現任 ・ 主任
	　　　　年　　月


※実務経験年数は、相談支援専門員として計画相談支援又は障害児相談支援に携わった年数を記入してください。
※相談支援従事者研修を修了した旨の「修了証書」の写しを添付してください。


（３）保有する国家資格を記入してください。
	主担当

	副担当





（４）相談支援事業の実施状況（令和８年７月６日現在）
	種別
	契約者数（うち、姫路市支給決定分）

	計画相談支援
	　　　　　　　人（　　　　人）

	障害児相談支援
	　　　　　　　人（　　　　人）



（５）相談支援事業所として、対応可能な障害種別（対応可能な種別に○）
	
	身体

	
	知的

	
	精神

	
	障害児



４　人材の育成・定着化への取組
（１）資質向上への取組
	










（２）職員定着化への取組
	
















５　事務所について
（１）開設予定場所
	区域名（該当区域に☑）
	□北部　□東部　□西部　□中部　□南西部

	開設場所
	姫路市

	小学校区
	（　　　　　　）小学校区


※周辺状況のわかる住宅地図等をA4用紙１枚で添付すること。
※設置予定の建物の現況写真をA4用紙に印刷（もしくは貼付）し、数枚添付すること。

（２）公共交通機関との関係
	電車
	最寄り駅（　　　　　　　　　）から徒歩（　　　）分

	バス
	最寄りバス停（　　　　　　　）から徒歩（　　　）分

	その他（　　　　　　　）
	



（３）事務所の形態
（建物、設備の利便性（バリアフリー等）、安全性、プライバシーへの配慮等）
	[bookmark: _Hlk232002798]相談者用無料駐車場の台数　（　　　　）台

























※以下は、「応募申込書兼誓約書」の「アウトリーチによる相談対応（市内全域）」に「可」と記載した事業所のみ記載してください。

６　アウトリーチの実施方針
（１）アウトリーチの必要性（現状把握と課題の分析）　　
	














（２）訪問目標件数及びその理由
	（目標件数）　　　　　件

（理由）







（３）想定する訪問案件
	














（４）地域相談窓口（「ひめりんく」）の広報啓発に関する方策
	














（５）他の支援機関との連携についての考え
	














（６）開設当初の訪問担当予定職員の状況（令和８年７月６日現在）
	種別
	氏名
	相談支援専門員の別
	実務経験年数

	訪問担当
	
	初任 ・ 現任 ・ 主任
	　　　　年　　月


※実務経験年数は、相談支援専門員として計画相談支援又は障害児相談支援に携わった年数を記入してください。
※相談支援従事者研修を修了した旨の「修了証書」の写しを添付してください。

（７）訪問担当予定職員の保有する国家資格を記入してください。
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